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　　　　　　 業績給は効果的 か ？

一
選 択行動 に 及ぼす反応依存定時強化の効果一一 一

　　　　　　　　　　 田 島裕之

　　　　　　　 （尚絅女学院短期大学）

　　　　　　　　 研究の 目的

　最近 、年功序列型賃金制度 を柱 と して きた 日本の

企業に お い て 、仕事量 と給与 との 依存関係 を強める

方向で の 賃金制度の改革が 認 め られ るようにな っ て

きた 。 業績給の導入 は そ の典型例である。こ の よ う

な強化随伴性 の 導入は 、 業績に直結する仕事を労働

者に させ る こ とを 目的 として い るよ うで ある 。

一
方、

学校などの教育機関 で は 、個人 の 勉強量 に応 じて 成

績が評価 されるの が既に普通となっ てい る。 こ の 随

伴性 も 、 学生 に勉強 して もらうこ とを目的と して導

入 され て い ると考え られる 。
こ の よ うな反応一強化

子 間 の 依存関係の 強い 強化随伴性 の 導入は 、 はた し

て効果が ある の だ ろ うか。

　実験室 で よく用 い られ る 強化 ス ケ ジ ュ
ー

ル の うち、

反応一
強化子間の 依存関係が強 い ス ケジ ュ

ール は 比

率ス ケ ジ ュ
ー

ル で ある。比率ス ケジュ
ー

ル の もとで

の 反応率が極めて 高い とい うこ とは、さま ざまな実

験 により繰 り返 し確認され て い る。しか し、比率ス

ケジ ュ
ー

ル と業績給や学校 で の 成績評価との 間に は

決定的な違 い が ある。それは、前者 で は準備 された

強化子がす ぐ呈示されるが 、後者ではす ぐに呈示 さ

れず、あ る程度の間隔をお い て ま とめ て呈示 され る

とい う点 で ある。

　そ こ で本研究 で は、反応
一

強化子間の 依存関係が

最も強い ス ケジ ュ
ー

ル である連続強化 ス ケ ジ ュ
ー

ル

を用い 、それに よっ て準備された強化子が定期的に

まとめて 呈示 され る とい う強化随伴性 の 効果 を、準

備 された強化子がす ぐ呈示 される標準的な連続強化

ス ケ ジ ュ
ー

ル の 効果 と比較す る こ とに した 。 こ の 両

者の 比較は、離散試行型選択課題 により行な っ た。

　　　　 　　　　　　方法

被験者

　2 名 の 女 子 短期大学生 が 実験に 参 加 した。

装置

　被験者は 、14 イ ン チ カ ラ
ーデ ィ ス プ レ イ （NEC ，

PC −KD853N ）を刺激 呈 示 装置 と し て 設置 した机 の

前に座 っ て実験を受けた。 デ ィ ス プ レイ に は 、選択

反応測定用に タ ッ チ ス ク リ
ー

ン （NEC ，　PC ・9873L＞

を取 り付けた。実験制御は、タイ マ
ーボー

ド （JAC ，

タイマ
ー

ボ
ー

ド II）を取 り付けたパ ー
ソ ナ ル コ ン ピ

ュ
ー

タ （NEC ，　PC・9801DS ＞に よ り行っ た。

手続き

　実験室 に 入 っ て きた被験者を机 の 前に座 らせ、次

の 教示 を書い た紙を与 えた 。

これ は、選択 に関する実験です 。 実験中、

あなたは得点をかせ ぐ こ とが できます。 画

面上 に 2 つ の 四角形 が 表示 された ら 、 あな

た は その どち らか一方を選び、それに触れ

て ください
。 も し画面が 白色になれば、あ

な た は 得点を獲得 した こ とに な ります。あ

な た の 得点は 、画面 の 上 部に常に表示 され

ます 。 実験終了後、あ な た の 獲得 した得点

に応 じた金額が支払 われます。1 点 は 1 円

に相当します。画面 に 実験終 了 の メ ッ セ ー

ジが表示 され るま で は席を立たな い よ う

に して ください 。

こ の 教示は、実験 中も机 の 上 に置い たままに し た。

　続い て、ディ ス プ レ イ画面 に並んで 表示 された青

色 と黄色 の 2 っ の 四角形か ら 1 つ を被験者に選択 し

て もらうとい う試行を、次に述べ る条件の もとで繰

り返 した。条件 1は反応依存定時強化と無強化 との

選択 で あ っ た。こ の 条件 で は、一
方 の 色 の 四角形を

選択す る と連続強化ス ケジ ュ
ール に より 1 点 が 準備

され たが、も う
一

方 の 四角形 を選択 し て も得点は準

備 されなか っ た。鞴 された儲 は瞰 者礪 択 に

関係 なく 12 試行間隔で まとめ て 呈示 された。条件 2

は 標準的反応 依存強化と無強化 との 選択で あっ た。

こ の条件で は 、条件 1 と同様 に、一
方 の 色 の 四角形
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を選択すると連続強化 ス ケジ ュ
ール に より 1点が準

備 され、もう
一方 の 四角形を選択すると得点 は 鞴

されなか っ た 。 しか し、準備され た 強化子 が す ぐに

呈示 され るとい う点が 条件 1 と異な っ て い た。被験

者がい ずれ か一
方 の 四角形 に触れ る と 2 つ の 四 角形

は消え、呈示 され る得点が あ る場合 は 強化 子 呈示期

間 へ と移行 した。強化子 呈示 期間 中は、ディ ス プ レ

イ 画 面 が白くな り、0．5 秒間 に 1 点の 割合でデ ィ ス

プ レ イ 画面上 の 得点が増加 した 。上記 の 試行を、2

秒間 の 試行間間隔 （ITI）で 240 回繰 り返 した。　ITI

中の 画面 は黒色で あ り、得点 の み が表示 された状態

で あ っ た。実験開始直後も ITIとした。実験終了後、

1点 に つ き 1 円を被験者に支払 っ た。

　上記 の 手続 きを 1 セ ッ シ ョ ン と し、条件を交替し

なが ら合計 12 セ ッ シ ョ ン 行な っ た （条件交替法）。

どの セ ッ シ ョ ン をどの 条件とする か は、各条件 を 6

セ ッ シ ョ ン ずつ 行うとい う制限 内で ラ ン ダム に決定

し た。また、各条件 には青色の 四角形を強化選択肢

とした条件 と黄色 の 四角形を強化選択肢と した条件

との 2 種類 が あり、こ の 実施順序 も3 セ ッ シ ョ ンず

っ 行 な うとい うとい う制限内 で ラ ン ダ ム と した 。 四

角形の色と表示位置 （左または右） との 関係は、各

セ ッ シ ョ ン 内 で 120試行ずつ 行 な うとい う制限内で

ラ ン ダム に変化 させた。

　　　　　　　　　　 結果

　 各被験者につ い て、強化選択肢が選択 され た割合

をセ ッ シ ョ ン ごとに求め、そ の 結果を図 1 に示 した。

　 条件 2 に お い て は 、 S1、
　 S2 ともす べ て の セ ッ シ

ョ ン に お い て 強化選択肢に対す る強い 選好 を示 した。

したが っ て 、本実験 で使用 され た 得点 が 、2 人 の 被

験者に と っ て強化子 と して機能 して い る こ とが確認

され た。

　 条件 1 に お い て 強化選択肢が選択され た割合は 、

概して 条件 2 よ り低か っ た。S1 は 6 セ ッ シ ョ ン 中 5

セ ッ シ ョ ン で 強化選択肢の 方 をより多く選択 して い

たが、その 程度は条件 2 と比 べ るとか な り低か っ た。

ただ し、条件 1 における強化選択肢に 対する選好に

は上昇傾向が認 め られた 。 S2 が条件 1 に お い て 強化

選択肢 を選択 した割合 はす べ て の セ ッ シ ョ ン にお い

て 0．5 付近 で あ り、強化選択肢に 対する選好は認め

られ なか っ た。条件差 に 関す る視察結果 を統計的 に

確認す るた め、ラ ン ダマ イ ゼ ーシ ョ ン 検定を被験者

ご と に 実施 した。強化選択肢が選択 され た割合を順

位に 変換し、平均順位 の 差の 絶対値を検定統計量と

した。そ の 結果 p 値は、Sl で 0．OO4、　 S2 で 0。002

となっ た。こ れらは有意水準を 1％ に設定 して も有

意 となる値で あ り、条件 1 におい て 強化選択肢 が選

択 された割合が条件 2 に比 して低い とい うこ とが、

2 人 の 被験者につ い て統計的に確認 された。

　　　　　　　　　　考察

　反応一強化子間の依存関係が行動 に 及ぼす効果は、

強化子を定期的にま とめて 呈示す る こ とによ っ て非

常に 弱まるとい うこ とが示された。こ れは、反応 一

強化子間 の 時間的接近が欠如するためである と考え

られ る。今回 の 結果は、反応一強化子間の依存関係

を強めるだけで は 、あまり行動を変化させ る こ とが

できない と い うこ とを示唆して い る 。 行動 を効率的

に変化させ る ためには 、 条件性強化子を導入す る こ

とに よっ て 連続強化に近 づ ける、適切な弁別刺激を

導入する、とい っ た手法を併用する必要があるの で

はない だろ うか。

50

の
己

2
ピ
Q9

ビ
匡

璽
0

‘

O

50

§
§
9
匹

8一
£
O

123456 ア 891011 ？2

　 　 　 　 　 Sessjons

　 　 　 　 123456 ア 89to 　1112

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Se5cions

図 1　各セ ッ シ ョ ン に お い て反応依存強化選択肢 が

が選択 され た割合
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